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自
営
業
で
生
活
す
る
人
と
区
別

し
て
、
給
料
で
生
活
す
る
人
を

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
言
い
、
人

が
本
来
的
に
持
っ
て
い
る
性
質
、

、
、
、
、

し
ょ
う
ね
を

「
根
性
」
と
言

う
。
こ
れ
ら
を

く
っ
つ
け
て

「
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
根
性
」
と
す

る
と
、
自
分
の
働
き
を
金
額
に
換

算
し
て
、
給
料
以
上
は
働
か
な
い

人
な
ど
と
、
揶
揄
さ
れ
る
表
現
に

な
る
よ
う
だ
▼
昨
年
末
に
騒
が
れ

た
オ
リ
ン
パ
ス
の
損
失
隠
し
事

件
。
そ
の
調
査
に
あ
た
っ
た
第
三

者
委
員
会
の
報
告
は
、「
悪
い
意

味
で
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
根
性
の
集

大
成
」
と
そ
の
原
因
を
評
し
た
。

長
期
の
ワ
ン
マ
ン
体
制
が
生
ん
だ

「
誰
も
本
当
の
こ
と
が
言
え
な

い
」
極
め
て
異
常
な
事
態
が
続
い

て
い
た
と
い
う
。「
経
営
中
心
部

分
が
腐
っ
て
お
り
、
そ
の
周
辺
部

も
汚
染
さ
れ
て
い
た
」
と
の
指
摘

に
至
っ
て
は
、
末
期
症
状
で
あ
っ

た
は
ず
▼
実
態
を
隠
し
、
嘘
の
財

務
諸
表
で
国
内
は
も
と
よ
り
世
界

を
も
欺
い
て
き
た
。「
嘘
も
方
便
」

と
は
言
う
が
、
企
業
経
営
で
そ
れ

は
あ
り
え
な
い
。「
悪
い
意
味
で

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
根
性
」
で
も
、

こ
こ
ま
で
悪
く
は
な
か
ろ
う
▼
企

業
と
そ
れ
を
と
り
ま
く
社
会
は
、

相
互
に
依
存
し
相
互
に
貢
献
す
る

関
係
に
あ
る
。
経
営
者
に
と
っ
て

こ
の
自
覚
の
欠
落
は
、
企
業
の
衰

退
を
も
招
く
。報
恩
感
謝
の
念
が
、

経
営
者
に
と
っ
て
不
可
欠
の
要
素

で
あ
る
意
味
は
こ
こ
に
あ
る
。
襟

を
正
す
は
、
や
は
り
「
ま
ず
経
営

陣
」
な
の
で
あ
る
。
（
前
川
朋
広
）

襟を正すは

平成２４年度倫理経営講演会始まる
朝起きで人間力・企業力向上

事業体験報告をする佐藤社長

平
成
二
十
四
年
度
倫
理
経

営
講
演
会
が
一
月
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
、
六
月
ま
で
全
国
六

百
七
十
九
カ
所
で
開
催
さ
れ

る
。
テ
ー
マ
は
�
「
朝
に
活

路
あ
り
」、
�
「
易
不
易
」

の
二
つ
。

千
葉
県
で
ト
ッ
プ
を
切
っ

て
開
催
し
た
の
は
千
葉
市
美

浜
区
倫
理
法
人
会
（
一
月
十

六
日
、
ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
タ
に
お
か
わ

ワ
ー
幕
張
）。
同
会
の
鳰
川

泰
也
会
長
に
よ
る
挨
拶
後
、

エ
イ
ジ
ス
北
海
道
株
式
会
社

代
表
取
締
役
で
北
海
道
倫
理

法
人
会
朝
礼
委
員
長
の
佐
藤

邦
明
氏
が
事
業
体
験
報
告
。

氏
は
昭
和
五
十
九
年
、
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の

実
地
棚
卸
代
行
業
を
設
立
。

事
業
は
順
調
に
進
ん
で
い
た

が
、
社
員
が
不
祥
事
を
起
こ

し
、
大
き
な
危
機
に
見
舞
わ

れ
た
。
倫
理
指
導
を
受
け
、

真
摯
に
詫
び
、
社
員
た
ち
に

手
紙
を
書
く
な
ど
の
実
践
を

通
し
て
、
あ
ら
た
め
て
倫
理

経
営
の
重
要
性
に
気
づ
い

た
。
そ
の
後
、
活
力
朝
礼
の

導
入
や
挨
拶
、
整
理
整
頓
の

徹
底
を
図
り
、
顧
客
か
ら
の

信
頼
回
復
に
成
功
。
氏
は
半

生
を
ふ
り
返
っ
た
後
、「
倫

理
と
の
出
会
い
が
な
け
れ

ば
、
経
営
の
危
機
を
脱
せ
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
倫
理
経
営
を
ベ
ー
ス

に
、
よ
り
よ
い
朝
礼
と
礼
儀

作
法
の
向
上
を
め
ざ
し
、
人

材
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
」
と
結
ん
だ
。

続
い
て
那
須
隆
近
畿
方
面

長
が
「
朝
に
活
路
あ
り
」
の

テ
ー
マ
で
講
演
。「
成
功
し

て
い
る
経
営
者
に
共
通
し
て

い
る
の
は
朝
起
き
が
早
い
」

と
訴
え
、
事
例
に
挙
げ
な
が

ら
朝
起
き
の
意
義
と
効
用
に

つ
い
て
熱
弁
を
ふ
る
っ
た
。

参
加
し
た
経
営
者
の
一
人

は
、「
目
覚
め
た
ら
サ
ッ
と

起
き
る
実
践
に
磨
き
を
か
け

た
い
」
と
感
想
を
語
っ
た
。

第
十
五
回
地
球
倫
理
推
進

賞
（
後
援
・
文
部
科
学
省
、

産
経
新
聞
社
、
全
国
民
間
ラ

ジ
オ
局
三
十
七
社
）
が
決
定

し
た
。
国
内
活
動
部
門
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ア
サ
ザ
基
金
。
国

際
活
動
部
門
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

上
総
掘
り
を
つ
た
え
る
会
。

応
募
総
数
三
十
四
（
国
内
二

十
四
、
国
際
十
）
件
。

ゲ
ス
ト
選
考
委
員
に
よ
る

第
二
次
選
考
会
後
、
十
二
月

十
四
日
の
倫
理
研
究
所
常
任

理
事
会
で
正
式
決
定
し
た
。

「
ア
サ
ザ
基
金
」（
代
表

・
飯
島
博
氏
）
は
霞
ヶ
浦
の

環
境
再
生
を
目
的
に
設
立
。

「
ア
サ
ザ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
は
地
域
の
小
中
学
校
や
企

業
な
ど
、
こ
れ
ま
で
延
べ
二

十
一
万
人
が
参
加
。
そ
の
一

環
と
し
て
「
ア
サ
ザ
の
里
親

制
度
」
や
企
業
と
の
共
同
に

よ
る
「
谷
津
田
再
生
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
も
継
続
的
に
実
施

し
、
生
態
系
の
回
復
や
子
供

た
ち
へ
の
環
境
学
習
な
ど
の

成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

「
上
総
掘
り
を
つ
た
え
る

会
」（
代
表
・
高
橋
文
代
氏
）

は
水
不
足
に
悩
む
開
発
途
上

国
の
子
供
た
ち
が
元
気
に
育

ち
、
勉
強
が
で
き
る
環
境
に

す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
上

総
掘
り
」
技
法
を
用
い
た
井

戸
の
掘
削
・
建
設
に
従
事
。

こ
れ
ま
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
に
井
戸
を
二
十

基
建
設
、
既
存
井
戸
二
基
を

修
理
。
井
戸
の
完
成
で
子
供

た
ち
は
二
キ
ロ
先
ま
で
水
汲

み
に
行
く
必
要
が
な
く
な

り
、
学
習
時
間
に
充
て
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

両
団
体
に
は
三
月
二
十
八

日
、
倫
理
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
な
わ
れ
る
贈
呈
式
で
、
副

賞
百
万
円
、
文
部
科
学
大
臣

賞
も
授
与
さ
れ
る
。（
活
動

詳
細
は
２
面
）

第
１５
回

地
球
倫
理
推
進
賞
決
定

国
内

部
門
ア
サ
ザ
基
金

国
際

部
門
上
総
掘
り
を
つ
た
え
る
会

（
上
・
ア
サ
ザ
）
霞
ヶ
浦
の

再
生
に
か
け
る
ス
タ
ッ
フ

（
下
・
上
総
掘
り
）
小
学
校

で
掘
削
作
業

（税込）
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